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られる電圧の空間差分閾値を30 V/cmにそれぞれ設定した 3) ．
最後，除細動成功の条件は,95%以上の心筋細胞の電圧の空間
差分が5 V/cm を超えることを設定し，式(1)を用いて，除細
動閾値(defibrillation threshold: DFT)を計算した． 
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 DFT DFT際の電圧 DFT 際の心筋ダ
メージレート 
右前胸部設置 35.1 J 735 V 13.1% 
左前胸部設置 11.2 J 415 V 3.8% 
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